
１
４

1
,3

0
0

小
学

男
子

前
　

田
　

樹
　

里
１

３
1
,0

0
0

女
子

冨
　

永
　

沙
　

織
１

２
2
,1

0
0

フ
リ

ー
永

　
井

　
良

　
雄

１
１

1
,2

0
0

中
学

女
子

石
　

橋
　

美
　

紗
１

０
2
,1

0
0

フ
リ

ー
平

　
野

　
祐

二
郎

９
2
,3

0
0

中
学

男
子

東
　

原
　

昌
　

孝
８

2
,3

0
0

フ
リ

ー
立

　
元

　
真

　
一

2
,6

0
0

フ
リ

ー
山

　
中

　
智

　
郎

７
2
,6

0
0

フ
リ

ー
栗

　
原

　
　

　
工

６４
1
,8

0
0

フ
リ

ー
古

　
沢

　
　

　
智

３
1
,9

0
0

中
学

女
子

吉
　

薗
　

　
　

栞

1
,0

0
0

小
学

女
子

岩
　

井
　

め
い

な
２

2
,3

0
0

中
学

男
子

堀
　

添
　

翔
　

太
１

区
間

距
離

（
ｍ

）
区

分
出

場
選

手

５
1
,1

0
0

小
学

男
子

平
　

野
　

　
　

空

編
集

発
行

／
小

林
市

須
木

庁
舎

地
域

振
興

課
　

　
〒

8
8
6
-
0
1
9
2
　

小
林

市
須

木
中

原
１

７
５

７
番

地

T
E
L
.
0
9
8
4
-
4
8
-
3
1
3
0
 
F
A
X
.
0
9
8
4
-
4
8
-
2
2
6
9
　

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

　
Ｐ

Ｃ
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
c
i
t
y
.
k
o
b
a
y
a
s
h
i
.
l
g
.
j
p

携
帯

版
　

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
c
i
t
y
.
k
o
b
a
y
a
s
h
i
.
l
g
.
j
p
/
i
/

【
竹

ハ
シ

ラ
カ

シ
（

ど
ん

ど
焼

き
）

と
は

？
】

　
ど

ん
ど

焼
き

は
日

本
各

地
で

行
わ

れ
る

小
正

月
（

１
月

１
５

日
）

の
火

祭
り

で
す

。
お

正
月

に
使

っ
た

門
松

や
し

め
縄

、
お

守
り

、
破

魔
矢

祈
願

成
就

し
た

 
「

だ
る

ま
」

 
な

ど
を

、
持

ち
寄

っ
て

焼
き

、
そ

の
火

に
あ

た
っ

た
り

、
お

餅
や

団
子

を
焼

い
て

食
べ

て
無

病
息

災
を

願
う

も
の

で
す

。
　

お
正

月
に

お
迎

え
し

た
神

様
を

お
送

り
す

る
日

本
の

伝
統

的
な

行
事

で
す

。
青

竹
を

骨
格

と
し

て
、

藁
を

つ
め

て
三

角
柱

の
櫓

を
組

み
、

こ
れ

に
火

を
投

じ
て

松
飾

り
な

ど
を

焼
き

ま
す

。
　

豪
快

に
上

が
っ

た
火

の
中

に
書

初
め

を
投

じ
て

、
高

く
舞

い
上

が
る

と
上

達
す

る
な

ど
と

言
わ

れ
ま

す
。

　
火

力
が

お
さ

ま
っ

た
頃

を
見

計
ら

っ
て

篠
竹

に
さ

し
た

餅
や

団
子

を
焼

き
、

こ
ろ

よ
く

焼
き

上
が

っ
た

餅
や

団
子

を
食

べ
無

病
息

災
を

願
い

ま
す

。
ど

ん
ど

焼
き

で
焼

い
た

竹
は

魔
除

け
と

さ
れ

家
路

に
つ

く
人

は
持

ち
帰

り
門

口
に

立
て

て
置

き
ま

す
。

　
厄

年
の

方
で

、
厄

除
け

と
し

て
火

入
れ

を
し

て
く

だ
さ

る
方

を
募

集
し

て
い

ま
す

。
　

詳
細

は
、

須
木

庁
舎

地
域

振
興

課
ま

で
ご

連
絡

く
だ

さ
い

。
　

　
　

　
　

連
絡

先
：

【
４

８
－

３
１

３
０

】

　
平

成
２

７
年

１
月

２
５

日
（

日
）

に
、

第
６

５
回

こ
ば

や
し

駅
伝

競
走

大
会

が
開

催
さ

れ
ま

す
。

　
小

林
市

陸
上

競
技

場
を

ス
タ

ー
ト

・
ゴ

ー
ル

と
し

、
１

４
区

間
２

５
．

６
Ｋ

ｍ
を

、
小

学
校

区
対

抗
で

競
い

ま
す

。
　

須
木

地
区

体
育

振
興

会
を

中
心

に
、

小
学

生
か

ら
一

般
ま

で
の

１
４

名
の

選
手

が
、

駅
伝

大
会

に
向

け
て

必
死

に
練

習
を

頑
張

っ
て

い
ま

す
。

　
近

年
の

結
果

で
は

、
惜

し
く

も
入

賞
は

し
て

い
な

い
も

の
の

、
そ

れ
で

も
記

録
的

に
は

伸
び

て
き

て
お

り
、

昨
年

の
１

時
間

４
２

秒
を

ど
の

く
ら

い
縮

め
ら

れ
る

か
が

、
入

賞
の

鍵
を

握
り

ま
す

。
　

総
監

督
の

前
田

信
志

さ
ん

も
、

「
全

員
で

タ
ス

キ
を

繋
ぎ

、
少

し
で

も
昨

年
の

記
録

を
縮

め
た

い
。

」
と

抱
負

を
述

べ
ら

れ
ま

し
た

。
　

須
木

地
区

の
皆

さ
ん

も
、

ぜ
ひ

選
手

の
皆

さ
ん

の
応

援
を

お
願

い
し

ま
す

。

ふ た ご の て ぶ く ろ で あ た た か

く 。
冬 の お で か け が 楽 し み に な る

～
 児
童
書
 ～

『 て ぶ く ろ の ふ た ご 』

作 ・ 二 宮 由 紀 子

絵 ・ フ ィ リ ケ え つ こ

発 行 ・ 理 論 社

～
 一
般
書
 ～

身 も 心 も 豊 か に 新 年 を 迎 え ま

し ょ う 。

皆 様 に 贈 る 「 お 守 り 言 葉 」 金

『 仕 事 の お 守 り 』

編 集 ・ ミ シ マ 社

発 行 ・ ミ シ マ 社

【 お 問 合 せ 】

須 木 分 館 　 ☎ 四 八 ‐ 二 九 五 四

須 木 分 館 の 旬 な 情 報 や

話 題 を お 届 け し ま す 。

～ お す す め 本 の 紹 介 ～



　 　

○ ○○○ 既 存 団 体既 存 団 体既 存 団 体既 存 団 体 の ののの 連 携連 携連 携連 携 を ををを 図 図図図 る た め のる た め のる た め のる た め の ネ ッ ト ワ ー クネ ッ ト ワ ー クネ ッ ト ワ ー クネ ッ ト ワ ー ク 構 築構 築構 築構 築

○ ○○○ 地 域 課 題地 域 課 題地 域 課 題地 域 課 題 の ののの 把 握把 握把 握把 握 と ととと 解 決解 決解 決解 決 へ のへ のへ のへ の 取 組取 組取 組取 組 み みみみ

○ ○○○ 地 域 資 源地 域 資 源地 域 資 源地 域 資 源 の ののの 発 掘発 掘発 掘発 掘 と ととと 活 用活 用活 用活 用

○ ○○○ 地 域地 域地 域地 域 で ででで 解 決解 決解 決解 決 で き な いで き な いで き な いで き な い 課 題課 題課 題課 題 や ややや 要 望要 望要 望要 望 を ををを 行 政行 政行 政行 政 に ににに 提 案提 案提 案提 案

　 　
須

木
地

域
協

議
会

で
は

、
毎

月
１

回
、

須
木

地
区

の
事

業
に

関
す

る
こ

と
や

、
須

木
地

区
の

活
性

化
な

ど
を

協
議

す
る

「
地

域
協

議
会

」
を

開
催

し
て

い
ま

す
。

以
下

、
１

１
月

に
行

わ
れ

た
地

域
協

議
会

の
主

な
内

容
を

紹
介

い
た

し
ま

す
。

１
１

月
２

６
日

（
水

）
開

催

(１
) 

四
万

十
ド

ラ
マ

畦
地

履
正

氏
来

市
に

係
る

意
見

交
換

会
の

開
催

に
つ

い
て

　
市

民
協

働
課

よ
り

１
２

月
１

１
日

・
１

２
日

に
行

わ
れ

る
セ

ミ
ナ

ー
と

意
見

交
換

会
に

つ
い

て
参

加
依

頼
が

あ
り

ま
し

た
。

(2
) 

太
陽

光
発

電
所

建
設

計
画

の
中

止
に

つ
い

て
　

農
業

振
興

課
よ

り
、

太
陽

光
発

電
所

建
設

計
画

が
中

止
と

な
り

、
１

２
月

議
会

に
お

い
て

特
別

会
計

の
廃

止
と

補
正

減
額

す
る

旨
、

説
明

が
あ

り
ま

し
た

。
委

員
よ

り
、

白
紙

で
は

な
く

、
周

辺
地

も
含

め
た

用
途

を
検

討
す

る
よ

う
意

見
が

出
さ

れ
、

今
後

担
当

課
及

び
地

域
協

議
会

で
も

検
討

し
て

い
く

こ
と

に
な

り
ま

し
た

。

(3
) 

小
林

市
地

域
活

性
化

交
付

金
事

業
の

審
議

に
つ

い
て

　
申

請
団

体
：

竹
ハ

シ
ラ

カ
シ

実
行

委
員

会
　

事
業

名
：

竹
ハ

シ
ラ

カ
シ

（
ど

ん
ど

焼
き

）
　

申
請

の
と

お
り

承
認

さ
れ

ま
し

た
。

（
申

請
額

：
3
0
万

円
）

(4
) 

地
域

協
議

会
と

し
て

今
後

重
点

的
に

取
組

む
課

題
に

つ
い

て
委

員
よ

り
須

木
庁

舎
の

存
続

等
、

地
域

自
治

区
廃

止
後

の
須

木
地

区
の

在
り

方
に

つ
い

て
十

分
協

議
す

べ
き

と
の

意
見

が
出

さ
れ

ま
し

た
。

(5
)合

併
特

例
債

・
過

疎
債

に
つ

い
て

　
合

併
特

例
債

・
過

疎
債

に
つ

い
て

事
務

局
よ

り
説

明
を

行
い

ま
し

た
。

そ
の

中
で

委
員

よ
り

、
ダ

ム
周

辺
の

土
地

を
購

入
し

活
用

し
た

ら
ど

う
か

、
視

察
等

を
計

画
し

て
欲

し
い

な
ど

の
意

見
が

出
さ

れ
ま

し
た

。

今
後

も
、

須
木

地
区

の
活

性
化

の
た

め
に

協
議

を
進

め
て

参
り

ま
す

の
で

、
ご

意
見

等
が

あ
り

ま
し

た
ら

、
地

域
振

興
課

（
℡

4
8
－

3
1
3
0
）

ま
で

ご
連

絡
く

だ
さ

い
。

氏
　

名
　

：
石

黒
　

珠
美

（
い

し
ぐ

ろ
　

た
ま

み
）

出
　

身
　

：
神

奈
川

県
茅

ヶ
崎

市
趣

　
味

　
：

旅
行

・
F
1
観

戦
在

住
地

区
：

 下
九

瀬
地

区

【
今

後
の

抱
負

】
　

１
２

月
１

日
よ

り
「

地
域

お
こ

し
協

力
隊

」
と

し
て

須
木

庁
舎

地
域

振
興

課
へ

着
任

致
し

ま
し

た
。

　
着

任
し

て
か

ら
す

ぐ
に

、
居

住
地

区
の

「
鳥

田
町

冬
ま

つ
り

」
の

イ
ル

ミ
ネ

ー
シ

ョ
ン

飾
り

つ
け

に
、

参
加

さ
せ

て
い

た
だ

き
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
完

成
し

た
イ

ル
ミ

ネ
ー

シ
ョ

ン
が

、
点

灯
し

た
時

は
、

な
ん

と
も

言
え

な
い

美
し

さ
に

、
と

て
も

感
激

し
ま

し
た

。
　

こ
れ

か
ら

も
っ

と
須

木
に

つ
い

て
知

り
、

幅
広

い
年

齢
層

の
方

と
も

お
会

い
し

、
お

話
し

を
し

た
い

と
思

っ
て

い
ま

す
の

で
、

気
軽

に
お

声
を

お
か

け
く

だ
さ

い
。

　
今

後
と

も
、

よ
ろ

し
く

お
願

い
し

ま
す

。

地
域

で
は

自
治

会
や

老
人

会
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

団
体

等
そ

れ
ぞ

れ
役

割
を

も
っ

た
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
が

地
域

活
動

を
展

開
し

て
い

ま
す

。
同

じ
く

、
市

民
も

リ
サ

イ
ク

ル
や

清
掃

活
動

等
の

地
域

活
動

に
参

加
し

て
い

ま
す

。
　

じ
つ

は
、

み
ん

な
「

協
働

」
し

て
い

る
の

で
す

。

　
平

成
２

６
年

１
１

月
２

９
日

（
土

）
に

、
須

木
地

区
の

き
ず

な
協

働
体

と
し

て
、

「
す

き
む

ら
づ

く
り

協
議

会
」

が
発

足
し

設
立

総
会

が
、

ふ
る

さ
と

セ
ン

タ
ー

に
て

開
催

さ
れ

ま
し

た
。

　
こ

の
協

議
会

は
、

『
安

心
づ

く
り

』
『

元
気

づ
く

り
』

『
む

ら
づ

く
り

』
の

３
つ

の
大

き
な

柱
を

テ
ー

マ
に

、
部

会
員

５
９

名
を

中
心

に
、

様
々

な
事

業
を

行
い

、
現

在
の

須
木

地
区

、
未

来
の

須
木

地
区

を
支

え
る

活
動

を
行

っ
て

い
き

ま
す

。
　

総
会

に
出

席
し

た
肥

後
市

長
は

、
「

各
地

域
の

特
性

を
活

か
し

た
地

域
づ

く
り

が
大

事
で

あ
り

、
持

続
あ

る
ま

ち
づ

く
り

を
目

指
し

て
頑

張
っ

て
も

ら
い

た
い

。
須

木
地

区
の

持
つ

地
域

力
を

向
上

さ
せ

て
も

ら
い

、
ま

す
ま

す
の

活
性

化
に

期
待

し
て

い
ま

す
。

」
と

述
べ

ら
れ

ま
し

た
。

　
す

き
む

ら
づ

く
り

協
議

会
会

長
に

就
任

し
た

、
金

松
勲

会
長

（
麓

区
長

）
は

、
「

専
門

部
会

を
中

心
と

し
た

活
動

を
実

施
し

て
い

き
、

今
後

も
、

専
門

部
会

や
会

員
を

増
や

し
て

い
き

な
が

ら
、

一
人

一
人

が
協

力
し

て
、

須
木

の
地

域
づ

く
り

に
取

り
組

ん
で

も
ら

い
た

い
。

会
員

の
皆

さ
ん

、
頑

張
っ

て

【
３

つ
の

部
会

を
設

立
】

い
き

ま
し

ょ
う

。
」

と
活

動
に

向
け

て
、

熱
意

を
話

さ
れ

ま
し

た
。

　
今

回
、

協
議

会
全

体
の

テ
ー

マ
と

し
て

「
将

来
に

渡
っ

て
み

ど
り

豊
で

笑
顔

の
絶

え
な

い
安

心
安

全
な

須
木

を
育

む
」

に
決

定
し

ま
し

た
。

今
後

は
、

「
む

ら
づ

く
り

計
画

」
を

策
定

し
、

平
成

２
６

年
度

の
取

り
組

み
を

行
っ

て
い

く
予

定
に

し
て

い
ま

す
。

①
自

治
会

へ
の

加
入

率
低

下
（

慣
習

の
風

化
）

　
世

帯
加

入
の

た
め

活
動

人
の

減
少

が
著

し
い

。

②
地

域
リ

ー
ダ

ー
層

の
高

齢
化

・
後

継
者

不
足

　
地

域
活

動
が

出
来

な
い

。
　

役
員

の
な

り
手

や
次

世
代

担
い

手
が

不
足

。

③
行

政
サ

ー
ビ

ス
（

住
民

要
望

）
の

多
様

化
　

自
治

体
財

政
の

悪
化

。

①
『

安
心

づ
く

り
部

会
』

　
協

働
に

よ
り

、
「

九
州

一
安

心
安

全
な

ま
ち

小
林

市
」

の
実

現
に

向
け

た
、

須
木

な
ら

で
は

の
活

動
。

②
『

元
気

づ
く

り
部

会
』

　
地

域
住

民
一

人
ひ

と
り

が
、

互
助

・
互

恵
の

精
神

で
自

主
的

で
各

区
あ

ふ
れ

る
持

続
可

能
な

地
域

「
す

き
」

を
目

指
す

地
域

づ
く

り
活

動
③

『
む

ら
づ

く
り

部
会

』
　

須
木

地
区

の
活

力
源

と
な

る
積

極
的

な
活

動

◎
須

木
庁

舎
窓

口
業

務
に

つ
い

て
　

１
２

月
２

７
日

（
土

）
か

ら
１

月
４

日
（

日
）

ま
で

業
務

を
休

み
ま

す
。

た
だ

し
、

こ
の

期
間

の
戸

籍
の

届
出

（
婚

姻
届

、
死

亡
届

、
出

生
届

な
ど

）
は

、
受

け
付

け
ま

す
。

　
（

須
木

庁
舎

：
４

８
－

３
１

１
１

）

◎
か

じ
か

の
湯

/
年

末
年

始
営

業
に

つ
い

て
　

１
２

月
３

１
日

（
水

）
　

　
１

０
：

０
０

～
１

８
：

０
０

　
  

 １
月

  
 １

日
（

元
日

）
　

１
０

：
０

０
～

２
１

：
０

０
　

  
 １

月
  

 ２
日

（
金

）
　

  
  

  
８

：
０

０
～

２
１

：
０

０
  

  
  

１
月

  
 ３

日
以

降
は

通
常

営
業

を
行

い
ま

す
。

　
（

す
き

む
ら

ん
ど

：
４

８
－

２
４

８
０

）

◎
須

木
診

療
所

の
休

診
に

つ
い

て
　

１
２

月
３

０
日

（
火

）
午

後
～

　
１

２
月

３
１

日
（

水
）

～
１

月
４

日
（

日
）

休
　

診
　

（
須

木
診

療
所

：
４

８
－

２
０

２
５

）

◎
須

木
歯

科
診

療
所

の
休

診
に

つ
い

て
　

１
２

月
３

０
日

（
火

）
～

１
月

４
日

（
日

）
休

　
診

　
（

須
木

歯
科

診
療

所
：

４
８

－
２

５
５

１
）

◎
ゴ

ミ
収

集
に

つ
い

て
　

＊
年

末
＊

　
ゴ

ミ
収

集
　

１
２

月
３

０
日

（
火

）
ま

で
通

常
ど

お
り

　
清

掃
工

場
　

１
２

月
３

０
日

（
火

）
ま

で
通

常
ど

お
り

　
＊

年
始

＊
　

ゴ
ミ

収
集

　
１

月
５

日
（

月
）

か
ら

通
常

ど
お

り
収

集
　

清
掃

工
場

　
１

月
４

日
（

日
）

か
ら

通
常

ど
お

り
自

己
搬

入
　

（
生

活
環

境
課

：
２

３
－

８
１

２
２

）
　

（
清

掃
工

場
　

：
２

４
－

０
９

０
９

）


